
コミュニティバスの利用率を考える

Hyogo Prefecture Himeji Nishi SHS ＤR研究

例）加古川総人口図の一部

対象地域
兵庫県内のコミュニティバスの
利用率をk-means法で3グループに
分け各グループ2市町‐計6市町を
選出

高 神河町・新温泉町
中 南あわじ市・加古川市
低 丹波篠山市・洲本市

分析①エリア内人口

4次メッシュを利用
エリア内の総人口・
65歳以上人口を
左図のように算出し
各市内のエリアを
k-means法で
3グループに分けた。

分析②カバー率

エリア説明 *400ｍの距離は参考文献から利用
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利用率に影響を与えているとは考えにくい。
加古川市は他市町とは大きく異なった。

面積

利用率 カバー率

神河町 9.7708 92%

新温泉町 8.8828 86%

加古川市 2.8463 35%

南あわじ市 1.9247 69%

丹波篠山市 0.1679 29%

洲本市 0.0954 12%

人口

利用率 カバー率

神河町 9.77 88%

新温泉町 8.88 160%

加古川市 2.85 33%

南あわじ市 1.92 81%

丹波篠山市 0.17 37%

洲本市 0.1 18%

相関係数がそれぞれ約0.88、0.79であった。
ゆえに利用率と関わっている。
面積カバー率：加古川市は地図から読み取ると

神姫バスの運行エリア外を走行
人口カバー率：新温泉町は隣の市内にも停留所

を持っているため、100％以上

まとめ 重回帰分析の結果

上図より65歳以上の多いエリア割合が利用率に
影響を与えていると考えられる。
また、カバー率も面積・人口ともに正の相関
があることより影響を与えていると考えてよい。
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